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	POSターミナルのユーザビリティ評価事例

	
本件の評価当時、ＰＯＳターミナルにおいて、店面表示器（オペレータ表示）が、キャラクターベースの表示（EL）から、GUIベース（TFT）の表示になってきており、画面デザイン（設計）のユーザビリティ確認が求められていた。

	
決定画面仕様書（画面デザインガイドライン改定）の作成。

	従来、主に、フレンドリーユーザによる店舗実験（数ヶ月間）で、ユーザビリティに関する評価も、総合的に行われていたが、改善点の把握が、前倒しになり、

設計変更、改善点の反映がしやすくなった。

	
・エンジニアのユーザビリティに関する注力度が増した。

・店舗実験開始時の関係者の不安が減少した。
・改善案の検討が、段階的に行えるようになった。

	国内ＰＯＳシステムメーカー

	
・キャラクターベース（ＥＬ，蛍光管）表示器搭載機種との文字の大きさ。
・ＧＵＩデザイン傾向。
　

	
・社内：ＧＵＩデザインへの信頼性が増した
・社外：画面タッチによる、ダイレクト操作が好評。

	
・実行、報告のスピードが課題。
・実機による評価のため、評価時期設定が課題。
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